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平成１９年１月１日（月） 

 
「就職」？それとも「進学」？ 

「系列」「コース」を決める三者面談実施 
 １年生は，「産業社会と人間」（総合学科）や

「総合的な学習の時間」（全学科）などで，職

業や進路についていろいろな講演や見学会に

参加し，進路学習をしてきましたが，２年生に

なってからの系列・コースを決定する時期にな

りました。 
 鶴翔ではこの時期（１２月～１月）に生徒・

保護者・担任での三者面談を実施しています。 
 これからの自分の進路を決める大切な選択

ですので，後悔しないようにしっかりとした選

択が必要です。 

働き甲斐って..... 
 「未来を拓くキャリア教育推進事業」の一環
で，１２月２１日（木）に，２年生を対象に，

経済産業省「元気なモノ作り中小企業３００
社」にも選定された，株式会社エルムの代表取

締役である宮原隆和さんに，モノ作りの楽しさ
や，発明や問題解決の方法について，講演して

いただきました。 
 

１月の予定 
 ９日(火) 始業式 
      課題考査（～１０日） 
２０日(土) 進研模試・進路マップ 
２１日(日) 全商情報処理検定 
２２日(月) 入学志願登録・推薦入学願書受付 

      （～２６日正午） 
２３日(火) インターンシップ（～２５日） 
２６日(金) 漢字検定 
２７日(土) 英検一次 
２８日(日) 全商簿記実務検定 

新年あけましておめでとうございます 

進路別のガイダンス 
 １２月１３日（水），１年生向けの進路別ガ

イダンスが行われました。 
 ガイダンスでは，「事務」「販売」「情報」「福

祉」など１５の講座があり，生徒はその中から

２つを選び，専門学校や大学の方からガイダン

スを受けました。それぞれの場所で，これから

どんな勉強をしたらいいかなど，熱心に聞いて

いました。  
  
上級学校を見てきたよ  
 １２月１４日（木）に，１年生が，「産業社

会と人間」の授業の一環で，それぞれ希望する

進路にあわせて，上級学校（専門学校や大学な

ど）を見学しました。調理体験では玉子焼をつ

くり，福祉体験では，車椅子で介助体験をさせ

ていただきました。生徒達は，楽しみながら上

級学校を知ることができました。 

 
鶴翔ってこんなところなんだ～ 

～第２回オープンキャンパス～ 
 今年度２回目となるオープンキャンパス（中

学生１日体験入学）が，１２月２日（土）にあ
りました。参加した中学３年生は，鶴翔の説明

を聞いたり，模擬授業を受けたりしました。 

（ 模 擬 授 業  数 学 ） （ 模 擬 授 業  国 語 ） 

（ 玉 子 焼 つ く り ）   （ 車 椅 子 介 護 ） 

身近なボランティア ～献血～ 
 １２月２５日（月）に，阿久根ライオンズク

ラブや阿久根市献血推進協議会の協力のもと，
生徒・職員の希望者が献血をしました。人のた

めに行動するというのは，簡単にできることで
はありませんが，身近なところから人のために

行動するというのは素晴らしいですね。 
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挑戦・感動 そして愛 

＜タクシー研修＞ 

・ 伊江島から沖縄本島に戻ると，班別でタク
シーに乗り，自分たちで決めたコースを廻る

タクシー研修でした。 
  この研修で私たちは，沖縄で有名な「美ら

海(ちゅらうみ)水族館」へ行きました。大きな
魚やいろいろなものを見ることができ，「ア

メリカンビレッジ」ではお店を見たり，お店
のおじさんと仲良くなったりしました。沖縄

のいろんなところで，楽しむことができてよ
かったです。 

 

２年生沖縄修学旅行 
 １２月１２日（火）から３泊４日の日程で修

学旅行がありました。ここでは，生徒の感想を

紹介します。 
 

 

  編集後記 
 新しい年になりました。今年の４月からは，

三期生が入学し，３学年揃います。鶴翔高校に
とっても，いろいろと変化が見られそうです。

昨年までと同様に，どうぞよろしくお願いいた
します。         鶴翔高校・広報渉外係 

＜伊江島での民泊＞ 

・ 伊江島に着き，民泊先の家の人の前に並ん

だときは，「本当に仲良くできるかなぁ」，「大
丈夫かなぁ」などと，阿久根に帰りたくなる

くらい不安でしたが，家族の人が優しく迎え
て下さり，すぐに安心しました。沖縄のお菓

子や料理をごちそうになったり，伊江島を案
内して下さったりしました。あたたかい家族

の方に出会えて本当によかったです。 

・ ４日間のうち，２泊３日過ごした伊江島で
の民宿が一番心に残っています。伊江島で出

会った家族との生活は，全てが楽しい思い出
です。民宿先のお父さんは，島を案内してく

れて，夜景はとてもきれいでした。お母さん
とは，サーターアンダーギーを作ったり，自

分の嫌いだった野菜を食べられるように工
夫して食事をつくってもらったりと，本当の

家族以上によくしていただき，感謝の気持ち
でいっぱいです。自分も沖縄の人のように，

暖かく優しい人柄になりたいと思います。 

＜平和学習＞ 
・ ひめゆり学徒隊の一員であった方の講話が

あり，死にたくなかったのに自決していった
人たちのことや，アメリカ軍の沖縄への総攻
撃など，昨日のことのように話していただき
ました。戦争の悲惨さを実感し，これから，
二度と起きてはならないと思いました。 

・ 修学旅行で一番心に残っていることは，平
和講演です。戦争が終わって６０年以上経っ
ているのに，いまだに苦しんでいる人たちが
いることがわかりました。日本は戦争が終わ
って平和な国のはずですが，殺人などで多く
の人が亡くなって，とても平和とはいえませ
ん。いつか本当の意味での平和な社会が来て
欲しいと思います。そのためには，これから
の社会を創っていく僕等が頑張っていこう
と思いました。 

（ 伊 江 島 で の 民 泊 先 に て ） 

（  平  和  学  習  ）  （ ひ め ゆ り の 塔 見 学 ） 

（    海    洋    体    験    ） 


